
■解説動画
● �すべての例題，まとめの例に解説動画を用意しています。
● �つまずきやすいポイントを音声付きで解説
　 しているため，分からない部分を繰り返し
　 学習できます。

※画像はイメージです。実際のコンテンツとは異なる場合があります。

※画像はイメージです。実際のコンテンツとは異なる場合があります。

コード 教材名 判型 頁数 色数 本体価格 定価（税込） 付属品

38247 改訂版  NEW ACTION FRONTIER 数学Ⅰ＋Ａ A5 576 3 2,045 2,250 解答編（532 頁）改訂

■デジタルコンテンツ
● �　 のある箇所にデジタルコンテンツを用意しています。
● �問題の場面を実際に動かして確認ができます。

■デジタル公式集
● �重要公式についてまとめ，その証明についても載せました。
　 定理の証明問題への対策としても利用できます。

■ LEGEND との差分例題
● �FRONTIER にはなく LEGEND にある応用的な例題を

Web で閲覧することができます。
● �難度の高い問題に取り組むことができます。

● 教師用データ
�紙面データ（PDF），演習ノートデータ（Word，PDF），
問題・解答のデータ（Word）などを弊社 Web サイト
からダウンロードしてご利用いただけます。

2026年度用内容解説資料

Ⅰ＋ A
中学校までの確認 21 題
Quick Check　 78 題
例題・練習・問題 各 278 題
チャレンジ（コラム） 3 題
反復練習 18 題
定期テスト・単元テスト攻略 131 題
入試への準備 58 題
融合例題・練習・問題 各 6 題
共通テスト攻略例題・問題 各 7 題
入試攻略 51 題
合計 1,226 題

● 問題数
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NEW ACTION FRONTIER シリーズの Libry版 販売予定！

■ 5「まとめ」～「問題編」	 p.4

■ 6「中学校までの確認」	 p.5

■ 7「反復練習」	 p.5

■ 8「思考のプロセス」	 p.6

■ 9「コラム （Play Back, Go Ahead）」	 p.7

■ 10「思考力問題」	 p.7

■ 11「解説動画」「デジタルコンテンツ」	 p.8

■ 1「入試攻略－総合型選抜・学校推薦型選抜編－」	 p.2

■ 2「共通テスト攻略例題」	 p.2

■ 3「入試への準備」	 p.3

■ 4「定期テスト・単元テスト攻略」	 p.3

この資料は，一般社団法人教科書協会「教科書発行者行動規範」に則っております。

改訂版
有効なアクションコンテンツで学習支援特長 4

	 「解説動画」で確実に理解，「デジタルコンテンツ」で動的な考察11

共通テスト，
総合型選抜・

学校推薦型選抜，
一般選抜と

例題集，解答編 付き

● 本編と同じサイズで収納しやすい「例題集」
● 丁寧で詳しい「解答編」

多様な入試に対応できる充実の構成特長１

スモールステップで基本が
確実に理解・定着できる構成特長２

数学的思考力の育成特長３

有効なアクションコンテンツで学習支援特長４

多様な入試突破へ全面支援

思考のプロセスも
丁寧に！
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 	 章末「入試への準備」で，早期に入試準備 3 New 	 巻末「入試攻略－総合型選抜・学校推薦型選抜編－」で推薦の準備 1 New

　Ⅰ＋ A p.218

　Ⅰ＋ A p.532

　Ⅰ＋ A p.534 　Ⅰ＋ A p.536

　Ⅰ＋ Ap.535

多様な入試に対応できる充実の構成特長 1

● 標準的な問題を解いて章の学習を終えた後，応用的な問題で入試への準備ができます。
● 校内実力テスト，模試の対策などに取り組むとよい問題を扱いました。

改訂前の節末「定期テスト攻略」と巻末「入試攻略」
の間に「入試への準備」を章末に新設し，段階的に
入試対策ができるようにしました。

最新の膨大な数の問題の中から
選び抜いた問題を取り上げました。

旧『ニューアクションβ』の節末
「Let’s Try!」を復活させ，再編成しました。

● 近年，総合型・推薦型選抜での受験生が増加しています。
● 「入試攻略」では，従来の「一般選抜編」の問題に加え，「総合型選抜・学校推薦型選抜編」を新設しました。
● 推薦ならではの特徴的な問題を取り上げ，推薦への準備・対応ができるようにしました。

　Ⅰ＋ A p.272

● 例題と同レベルで，定期テストと同じような構成で出題しています。
● 定期テスト直前に内容の確認ができます。

	 節末「定期テスト・単元テスト攻略」で，定期考査直前の対策4

単元テスト実施の地域が増え，
名称変更しました。節単位で
内容を振り返るのにちょうど
よい分量です。

推薦に向けては，定期テスト・
単元テストの成績が重要なものに
なります。
現行でも多くの生徒に
ご活用いただいております。

　Ⅰ＋ A p.524

　Ⅰ＋ A p.526

● 「共通テスト攻略例題」で，対策問題を扱いました。
● 長文，会話，日常，ICT などの問題を通して，共通テストの準備・対策ができます。

● 従来の例題に加え，問題編を新設しました。New

 	 巻末「共通テスト攻略例題」で共通テストの準備2

例題で理解した後，新設した問題編で
さらに理解を深められます。

root 2025/07/25 09:16 p.218 フロンティア Ⅰ＋Ａ ［入試準備＋入試準備，����������������������，��～�］

入試への準備 3章 ▶▶解答編 p.203

■1 ⑴ 放物線 y=-2x2+4x-4 を x軸に関して対称移動し，更に x軸の方向に
8，y 軸の方向に 4だけ平行移動して得られる放物線の式を求めよ。 （慶応大）

⑵ 放物線 y= x2+2x+3 を x軸方向に 4だけ平行移動し，次に直線 y=5 に
関して折り返してできる放物線の方程式を求めよ。 （大阪薬科大） ◀例題68

■2 2次関数 y= a(x-2)2+4（0E xE 3）について，以下の問に答えよ。ただし，
aは 0でない定数とする。
⑴ この関数の最大値が 8であるような aの値を求めよ。
⑵ この関数の最小値が-4であるような aの値を求めよ。（北海道工業大） ◀例題73

■3 ⑴ y=2x2+2ax+3(a+1) の最小値を M (a)とする。このとき，M (a)の値を
最大にする aの値，およびそのときの M (a)の値を求めよ。（名古屋学院大 改）
⑵ 2次関数 y=-x2+2ax-a の 0E xE 1 の範囲における最大値が 2とな
るような定数 aの値を求めよ。 （摂南大） ◀例題73, 74, 77

■4 関数 y= (x2+4x+5)(x2+4x+2)+2x2+8x+1 の最小値と，そのときの xの
値を求めよ。 （甲南大） ◀例題78

■5 グラフが次の条件を満たす 2次関数を求めよ。
⑴ f (-2) = 4， f (0) =-2， f (2) = 0 が成り立つ 2次関数 y= f (x)

⑵ 点 (-2，3)を通り，点 (-1，4)で直線 y=4 に接する。
⑶ 放物線 y=-2x2+x+4 を平行移動したもので，点 (1，1)，(2，3)を通る。
⑷ 放物線 y= x2-3x+4 を平行移動したもので，点 (2，4)を通り，その頂点
が直線 y=2x+1 上にある。 （徳島文理大） ◀例題83, 84
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root 2025/08/18 09:11 p.532 フロンティア Ⅰ＋Ａ ［入試＋入試，���������������，���］

入試攻略
▶▶解答編 p.487

� 章 数と式
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√
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を簡単にせよ。 （摂南大）

2 小数第 1位を四捨五入して，3となる数を x，5となる数を y とする。
⑴ xの値の範囲を求めよ。
⑵ x-y の値の範囲を求めよ。 （三重県立看護大）

� 章 集合と論証

3 aを正の実数とし，実数 xに関する次の条件 p，qを考える。
p　：　a;x;< 8，q　：　x2-x-2< 0

このとき，命題「p q」が真となるような aの最小値を求めよ。また，命題
「q p」が真となるような aの最大値を求めよ。 （大阪経済大）

4 裏に自然数の書かれた赤色と青色の札がある。赤色の札の裏がすべて偶数である
ことを確認したい。次のうちで，確認方法が正しいものをすべて選択せよ。
① 赤色の札の裏がすべて偶数であることを確認する。
② 青色の札の裏がすべて奇数であることを確認する。
③ 偶数の札の表がすべて赤色であることを確認する。
④ 奇数の札の表がすべて青色であることを確認する。 （成蹊大）
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root 2025/08/18 09:11 p.534 フロンティア Ⅰ＋Ａ ［入試＋入試，���������������，���］

� 章 データの分析

9 次のデータは 20人の生徒のある教科のテストの得点である。ただし，xの値は正
の整数である。

33，42，78，82，67，57，85，28，44，38，
43，55， x，64，36，52，46，71，65，50 （単位は点）

xの値がわからないとき，このデータの中央値として何通りの値がありうるか答
えよ。 （昭和女子大）

10 次の 4つのデータの分散を最小にする整数 xの値を求めよ。
4，x，8，4 （岡山大）

� 章 場合の数と確率

11 高校生の Aさんは，次の組分けに関する問題に取り組んだ。
問題 6人を，2人ずつ 3組に分ける方法は何通りあるか。

そして，Aさんは，この問題に次のように解答した。
6人から 2人を選ぶ選び方は 6C2 通り，残り 4人から 2人を選ぶ選び方は 4C2

通りある。2つの組が決まれば，3つ目の組は決まる。
したがって，分け方の総数は

6C2#4C2#2C2=
6:5
2:1
#
4:3
2:1
#1= 90 (通り)

以下の問に答えよ。
⑴ Aさんの解答には，誤りが含まれている。上の問題に対する正しい解答を書
け。
⑵ Aさんに解答の誤りを気づかせるために，どのような工夫が必要か。あなた
の考えを述べよ。 （山口大）

12 赤玉と白玉合わせて 10個が袋に入っている。袋の中の赤玉の個数を x個として
以下の問に答えよ。ただし，xは 0以上 10以下の整数とする。
⑴ 袋から 2個の玉を無作為に同時に取り出す。赤玉と白玉が 1個ずつ出る確率

が 1
5
以上になる xの最小値，xの最大値を求めよ。

⑵ 袋から 3個の玉を無作為に同時に取り出す。玉の色が 2色とも出る確率 P
を，xを用いて表せ。
⑶ ⑵の P の最大値とそのときの xの値を求めよ。 （摂南大）
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root 2025/08/18 09:11 p.536 フロンティア Ⅰ＋Ａ ［入試＋入試，���������������，���］

▶▶解答編 p.501

� 章 数と式

17 a，bを定数とし，xについての多項式
A= x3+(a+1)x2-(5a2-3)x+7a-1，B= x2-2ax-a+1，C = x+b を
考える。多項式 A-BC を展開して，xについて整理するとき，x2 の係数を p，
xの係数を q，定数項を r とする。
⑴ pを aと bの式で表せ。
⑵ p=0 とおくとき，qと r をそれぞれ aの式で表せ。
⑶ p=0，q=0，r =0 とおくとき，a，bの値をそれぞれ求めよ。
⑷ ⑶のとき，多項式 Aを 3つの 1次式の積の形に因数分解せよ。

（センター試験 改）

18 1

3-
√
7
の整数部分を a，小数部分を bとし，10bの整数部分を c，小数部分を d

とし，10d の整数部分を eとする。このとき，a，b，c，d，eの値を求めよ。
（東北工業大）

19 a+b=
p

3
√
3 -

√
2 ，a-b=

p

3
√
2 -

√
3 のとき，a2+b2，abの値を求めよ。

また，これらを用いて，a4+a2b2+b4 の値を求めよ。 （摂南大）

20 xについての連立不等式
8

ax < 3a(a-3)

(a-3)xF a(a-3)
がある。この連立不等式を満たす

整数がちょうど 3個となるような整数 aの値を求めよ。 （鳴門教育大）

21 ;2x-3;< [x] …① を満たす xの値の範囲を求めよ。ただし，記号 [x]は xを
超えない最大の整数を表すものとする。
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root 2025/07/25 09:16 p.272 フロンティア Ⅰ＋Ａ ［ＬＴ＋ＬＴ，������������，��～�］

11 ▶▶解答編 p.261

1 iABCにおいて，次の値を求めよ。
⑴ b=

√
2，A=15%，C =135% のとき，c

⑵ b=2，c=
√
39，C =120% のとき，a ◀例題133, 134

2 iABCにおいて，a=
√
3 -1，c=

√
6，B=45% のとき，残りの辺と角の大き

さを求めよ。 ◀例題136

3 iABCにおいて，a=4，b=5，c=6 のとき，次の値を求めよ。
⑴ cosA ⑵ iABCの面積 S ◀例題140

4 iABCにおいて，AB= 7，BC= 8，B=120% のとき，次の値を求めよ。
⑴ CA ⑵ iABCの面積 S
⑶ 外接円の半径 R ⑷ 内接円の半径 r ◀例題141

5 iABCにおいて，AB= 3，BC=
√
7，CA= 1 とする。EAの二等分線と BC

の交点を Dとするとき，次の値を求めよ。
⑴ EBAC ⑵ AD ◀例題143

6 半径 R の円周上に点 A，B，C，Dがこの順で反時計回りに並んでいる。線分 AB，
AC，BC，CDの長さはそれぞれ 1，

√
5，

√
2，2である。このとき，次の値を求

めよ。
⑴ cosEABC ⑵ 円の半径 R
⑶ AD ⑷ 四角形 ABCDの面積 S ◀例題146

7 右の図の直方体 ABCD-EFGHにおいて，AB= 4，
BC=6，BF=3 である。このとき，iDEGの面積 S
を求めよ。 ◀例題149

D

A

E

F

H

B

C

G

4

3

6

8 次の長さを 3辺とする鈍角三角形であるものはどれか。また，鈍角三角形でない
ものは，その理由を説明せよ。
① 3，5，6 ② 2，5，8 ③ 5，6，7 ◀例題138
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root 2025/08/08 15:22 p.526 フロンティア Ⅰ＋Ａ ［問題編＋問題編，�������������，��～��］

共通テスト攻略例題 ▶▶解答編 p.475

1 学級委員の太郎さんと花子さんは，クラスで希望者を募ってバス旅行をする計画
を立てている。以下は，そのときの 2人の会話である。会話を読んで， ア ～
サ に当てはまる数を答えよ。ただし，消費税はすべて金額に含まれているも
のとする。

太郎：クラスで旅行に行くのが楽しみだね。多くの人に参加してもらえるよ
うに，費用をなるべく安く抑えられないかな。

花子：バスをチャーターする費用が 10万円と決まっていて，それ以外に一
人あたりの費用として，昼食代 1500円，テーマパーク入場料 2000円
が必要になるね。

太郎：でも，参加者の人数が 26人以上の場合は，テーマパークの入場料は団
体割引で全員が 2割引きになるみたいだよ。

花子：26人以上参加してくれればいいんだけど。まずは参加者の人数が 25
人だった場合に一人あたりの旅行費用がいくらになるか，計算してみ
よう。

太郎：バス代金を一人あたりになおすと 4000円だから，旅行費用の総額は
一人あたり 7500円になるね。

花子：もう少し安くできないかな。
例えば，一人あたりの費用を 6500円以下にするとすれば，何人以上参
加する必要があるのかな。

太郎：参加者の人数を x人として考えると
不等式 100000+ アイウエ xE 6500x …①

が成り立つよ。

花子：①を解くと，xF
オカキ
クケ

…② となるけど，xは自然数だから，

②を満たす最小の xの値は コサ と求められるね。
太郎：ということは，一人あたりの費用を 6500円以下にするには，最低

コサ 人以上参加してもらわないといけないということだね。

2 全体集合U を U = {1，2，3，4，5，6，7，8，9} とする。a，bはU の異なる
要素とする。また，U の部分集合 A，B を

A= {n;nはU の要素かつ aの約数}，B= {n;nはU の要素かつ bの約数}

とする。このとき， ア ～ カ に当てはまる数を答えよ。
⑴ a，bの値にかかわらず

ア d A+B

である。
⑵ a= イ ，b= ウ のとき

A+B= {1，2，4}
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root 2025/07/23 11:58 p.524 フロンティア Ⅰ＋Ａ ［例題，������������，��～��］

7 図形の性質

iABCにおいて，AB=AC= 7，BC=
√
7 とする。

辺 AB上に AD=5 となるように点 Dをとり，辺 BC
の Cの側の延長とiACDの外接円との交点で Cと異
なるものを Eとする。また，iABEの重心を G，AC
と DEの交点を Pとおく。

BC:BE= アイ であるから CE=
√

ウ

よって AG=
エオ
カ

AP
PC
= キ であるから AP=

クケ
コ

また，iCEPとiABEの面積比は iCEP　：　iABE= 1　：　サシ
iABCとiEBDにおいて，4点 A，D，C，Eは同一円周上にあるから，
EBAC=EBED であり，また，EBは共通であるから，
DE= ス

√
セ である。

DP
PE
=

ソ
タ

であるから EP=
チ

√
ツ

テ

また，iCDPとiAEPの面積比は iCDP　：　iAEP= 1　：　ト

アイ ～ ト に当てはまる数を答えよ。

円外（円内）の点と円周上の点の距離は，方べきの定理を用いよ ◀例題249

高さ（底辺）の等しい三角形の面積比は，底辺（高さ）の比とせよ ◀例題238

方べきの定理により
BC:BE=BD:BA

= 2:7= 14

よって
√
7 :BE= 14

ゆえに BE=
14√
7
= 2

√
7

したがって CE=BE-BC

= 2
√
7 -

√
7

=
√
7

BC=CE であるから，Cは辺 BEの中点である。
iABEの重心は，線分 ACを 2　：　1に内分する点であるか
ら

AG=
2
3
AC=

2
3
:7=

14
3
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サンプル

2 3



 	 節末「反復練習」で，基礎・基本を確実に定着 7 New

 	 本文「まとめ」～「問題編」で，段階的に基礎・基本が理解・定着5

　Ⅰ＋ A p.122

　Ⅰ＋ A p.118

…詳細は本書p.5 7

　Ⅰ＋ A p.124

　Ⅰ＋ A p.132　例題と１対１対応

例題・練習と１対１対応 　Ⅰ＋ A p.133　

　Ⅰ＋ A p.140　

　Ⅰ＋ A p.141　

 	 章頭「中学校までの確認」で，既習の確認 6 New

● 例題，練習の類題を数多く扱いました。
● 重要内容，苦手内容，問題を数多く解いた方がよい内容に絞って取り上げました。
● 問題を補充して解くことにより，確実に定着できます。

　Ⅰ＋ A p.118

　Ⅰ＋ A p.141

　Ⅰ＋ A p.310

　Ⅰ＋ A p.113

スモールステップで基本が確実に理解・定着できる構成特長 2

● �易→標準→難 の内容を，例・例題で理解→問題演習で確認と，
　 きめ細かく段階的に構成していますので，つまずきなく理解・定着できます。

◼基本の理解
※解説動画付 
　活用例
　・まとめを理解するとき
　・�Quick Check で
　　つまずいたとき

New

◼重要事項の理解
※解説動画付 

◼例題と
　同レベルの問題で確認

◼例題より
　難しい問題で深化

◼例題と同レベルの問題の
　反復で定着

◼基本の確認

◼既習の確認

● 高校の内容に入ってつまずかないよう，章の学習に入る前に，中学校までの内容を簡単に確認できます。
● 高校数学に直結する既習事項を取り上げています。
● 公式・例で理解し，問題で確認する構成です。

数と式，関数，図形，確率などを
取り上げています。

たくさん解きたいとき，少し時間がたってから解きたいとき，
複数の例題のタイプをまとめて解きたいときに有効です。

…詳細は本書p.5 6

root 2025/07/25 09:16 p.132 フロンティア Ⅰ＋Ａ ［例題，��������������，��～�］

65 ２次関数 y= ax2+bx+c のグラフ

次の 2次関数のグラフの軸と頂点を求めよ。また，そのグラフをかけ。
⑴ y= x2-4x+5 ⑵ y=-2x2+4x+3

⑶ y= x2-3x+1 ⑷ y=-
1
2
x2-2x

２次関数のグラフは，まず頂点の座標を求めてかけ ◀例題 64

問題を分ける

2次関数のグラフは，次の 3つを調べてかく。
頂点の座標

のとき，頂点（p，q）
下に凸か上に凸か の係数が正か負か

平方完成（

頂点以外の通る 1点 y軸との交点など，求めやすい点

①

②
③

( )y a x p q2= - +

x2

p

q
1

23
参照）

⑴ y= x2-4x+5

= {(x-2)2-22}+5 (x-○)2 の形にする。

= (x-2)2-4+5 { }を外す。
= (x-2)2+1 定数項を整理する。

平方完成した後は，展開
してもとに戻るか確認し
ておくとよい。

よって，求めるグラフは，
軸が直線 x=2，
頂点が点 (2，1)

の下に凸の放物線で，y 軸と点 (0，5)
で交わるから，右の図。 x

y

O

1

2

5

⑵ y=-2x2+4x+3

=-2(x2-2x)+3 x2 の係数-2でくくる。

=-2{(x-1)2-12}+3

=-2(x-1)2+2+3 { }を外すときは，符号
に注意する。=-2(x-1)2+5

よって，求めるグラフは，
軸が直線 x=1，
頂点が点 (1，5)

の上に凸の放物線で，y 軸と点 (0，3)
で交わるから，右の図。 y=-2x2+4x+3 に

x=0 を代入すると
y=3

⑶ y= x2-3x+1

=

( 

x-
3
2

!2

-

 

3
2

!2)

+1

=

 

x-
3
2

!2

-
9
4
+1

=

 

x-
3
2

!2

-
5
4

よって，求めるグラフは，
132
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6
２
次
関
数
と
そ
の
グ
ラ
フ

66 y= x2-2x-3 のグラフを x軸方向に p，y 軸方向に qだけ平行移動して，
y= x2-4x-2 のグラフと重なるとき，定数 p，qの値を求めよ。

67 2次関数 y=2x2-6x+3 のグラフを次のように移動して得られるグラフの方
程式を求めよ。
⑴ y 軸に関して対称移動
⑵ x軸に関して対称移動
⑶ 原点に関して対称移動

68 2次関数 y= x2-2ax+a2-3a-4b+8 のグラフを y 軸方向に-2だけ平行
移動し，さらに直線 x=3 に関して対称移動すると，2次関数 y= x2-4x-6

のグラフと重なった。このとき，a，bの値を求めよ。

6 ▶▶解答編 p.114

■1 次の 2次関数のグラフの軸と頂点を求めよ。
⑴ y= x2+6x ⑵ y= x2-x

⑶ y= x2+8x+7 ⑷ y= x2-2x+2

⑸ y= x2+3x+5 ⑹ y= x2-5x+3

⑺ y=2x2-4x+5 ⑻ y=-x2-6x-2

⑼ y=4x2+16x+2 ⑽ y=-3x2+6x-8

⑾ y=
1
2
x2+x+2 ⑿ y=-

1
3
x2+2x+3

141

root 2025/07/25 09:16 p.118 フロンティア Ⅰ＋Ａ ［中学＋まとめ，�����������������，��～�］

中学校までの確認 3章 ▶▶解答編 p.98

1 関数 y= ax2

yは xの 2乗に比例し，x=2 のとき y=12 である。このとき，y を xの式で表
すと，y は xの 2乗に比例するから，比例定数を aとすると，y= ax2 と書くこと
ができる。
x=2 のとき y=12 であるから

12= a#22

a=3

したがって y=3x2

x=-3 のときの y の値は，x=-3 を y=3x2 に代入すると
y=3#(-3)2=27

●1 ⑴ yは xの 2乗に比例し，x=2 のとき y=8 である。このとき，y を xの式
で表せ。また，x=-3 のときの y の値を求めよ。
⑵ yは xの 2乗に比例し，x=-3 のとき y=-36 である。このとき，y を x
の式で表せ。また，x=-2 のときの y の値を求めよ。

2 xの変域と yの変域

⑴ 関数 y= x2 について，xの変域が -3E xE 2 のとき，
y は
x=0 のとき 最小値 0
x=-3 のとき 最大値 9

したがって，y の変域は 0E yE 9

⑵ 関数 y= x2 について，xの変域が 1E xE 3 のとき，
y は
x=1 のとき 最小値 1
x=3 のとき 最大値 9

したがって，y の変域は 1E yE 9

●2 関数 y=2x2 について，xの変域が次のときの y の変域を求めよ。
⑴ -1E xE 3 ⑵ 2E xE 4
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フ

66 y= x2-2x-3 のグラフを x軸方向に p，y 軸方向に qだけ平行移動して，
y= x2-4x-2 のグラフと重なるとき，定数 p，qの値を求めよ。

67 2次関数 y=2x2-6x+3 のグラフを次のように移動して得られるグラフの方
程式を求めよ。
⑴ y 軸に関して対称移動
⑵ x軸に関して対称移動
⑶ 原点に関して対称移動

68 2次関数 y= x2-2ax+a2-3a-4b+8 のグラフを y 軸方向に-2だけ平行
移動し，さらに直線 x=3 に関して対称移動すると，2次関数 y= x2-4x-6

のグラフと重なった。このとき，a，bの値を求めよ。

6 ▶▶解答編 p.114

■1 次の 2次関数のグラフの軸と頂点を求めよ。
⑴ y= x2+6x ⑵ y= x2-x

⑶ y= x2+8x+7 ⑷ y= x2-2x+2

⑸ y= x2+3x+5 ⑹ y= x2-5x+3

⑺ y=2x2-4x+5 ⑻ y=-x2-6x-2

⑼ y=4x2+16x+2 ⑽ y=-3x2+6x-8

⑾ y=
1
2
x2+x+2 ⑿ y=-

1
3
x2+2x+3

141

root 2025/07/25 09:16 p.310 フロンティア Ⅰ＋Ａ ［中学＋まとめ，�����������������，��～�］

中学校までの確認 6章 ▶▶解答編 p.294

1 並べ方

遊園地で A，B，Cの 3つの乗り物に 1回ずつ乗る順序は

A
B C

C B
B

A C

C A
C

A B

B A
⬅樹形図

よって 6通り

●1 A，B，C，Dの 4人が横に 1列に並んで写真をとる。並び方は何通りあるか。

2 組合せ方

A，B，C，Dの 4チームでサッカーの試合をする。どのチームも違ったチームと 1回
ずつ試合をすると，組合せは全部で

A:B，A:C，A:D
B:A，B:C，B:D ⬅A:Bと B:Aは同じ試合なので，B:Aを消す。

C:A，C:B，C:D
D:A，D:B，D:C

よって 6通り

●2 A，B，C，D，Eの 5本の飲み物が 1本ずつある。このうちから 2本買うには，組
合せは全部で何通りあるか。

3 確率の求め方

1個のさいころを投げる。
起こりうる場合は全部で，1，2，3，4，5，6の 6通り
ある。
どの場合が起こることも同様に確からしいといえる。 ⬅

どの目が出ることも同じ
程度に期待できるとき，
どの結果が起こることも
同様に確からしいという。

2以下の目が出る場合は，1，2の 2通りある。

2以下の目が出る確率は 2
6
=
1
3

⬅(Aの起こる確率) = (Aの起こる場合の数)
(起こりうる場合の数)

●3 ジョーカーを除く 52枚のトランプから 1枚引く。
⑴ 起こりうる場合は全部で何通りあるか。
⑵ どの場合が起こることも同様に確からしいといえるか。
⑶ 5のカードを引く場合は何通りあるか。
⑷ 5のカードを引く確率を求めよ。
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root 2025/07/25 09:16 p.113 フロンティア Ⅰ＋Ａ ［問題編＋問題編，������������，��～�］

2
章

5
命
題
と
論
証

53 x，y を実数とするとき，「x+y が無理数ならば，x，y の少なくとも一方は無
理数である」ことを証明せよ。

54
√
6 が無理数であることを用いて，次の数が無理数であることを証明せよ。
⑴

√
2 +

√
3 ⑵

√
2 +

√
3 +

√
6

55 x，y を実数とするとき，次の問に答えよ。
⑴ x2+y2=0 ならば x=0 かつ y=0 であることを示せ。
⑵ x2+4xy+5y2-2y+1= 0 を満たす x，y の値を求めよ。

56 5以上の素数 pの 2乗を 12で割ると 1余ることを証明せよ。

57 a，b，cはどの 2つの数も互いに素な自然数であり，a2+b2= c2 を満たす。
⑴ cは奇数であることを示せ。
⑵ a，b，cの少なくとも 1つは 5の倍数であることを示せ。

5 ▶▶解答編 p.89

■1 次の の中に，必要条件であるが十分条件ではない，十分条件であるが必要条
件ではない，必要十分条件である，必要条件でも十分条件でもない，のうち最も
適切なものを入れよ。ただし，a，bは実数，nは整数とする。
⑴ 2a=2b は a= b であるための 。
⑵ ab=0 は a+b=0 であるための 。
⑶ a=0 は abF 0 であるための 。
⑷ ;x;F 3 は ;x-5;< 1 であるための 。
⑸ nが 3の倍数であることは，nが 9の倍数であるための 。
⑹ nが素数であることは，nが奇数であるための 。
⑺ 2つの円 O1，O2 の半径が等しいことは，2つの円 O1，O2 の面積が等しくな
るための 。
⑻ iABCが鋭角三角形であることは，EA< 90% であるための 。
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root 2025/07/25 09:16 p.122 フロンティア Ⅰ＋Ａ ［まとめ＋まとめ，����������������，��～�］

4 平方完成

2次式 ax2+bx+cを a(x- p)2+qの形に変形することを，
この 2次式を平方完成するという。
平方完成は，等式 x2+2kx= (x+k)2-k2 を利用する。

① x2+4x= (x+2)2-22= (x+2)2-4

② 〰〰〰x2-3x+3=

〰〰〰〰〰〰〰〰〰

( 

x-
3
2

!2

-

 

3
2

!2)

+3=

 

x-
3
2

!2

+
3
4

5 ２次関数 y= ax2+bx+c のグラフ

2次関数 y= ax2+bx+c の右辺を平方完成すると y= a

 

x+
b
2a

!2

-
b2-4ac
4a

と変形できるから，この 2次関数のグラフは y= ax2 のグラフを平行移動したもので

軸は直線 x=-
b
2a
， 頂点は点

0

-
b
2a
，- b

2-4ac
4a

1

また，y 軸と点 (0，c)で交わる。

2次関数 y=2x2+4x-1 の右辺は
y=2x2+4x-1

= 2(x2+2x)-1

= 2{(x+1)2-12}-1

= 2(x+1)2-3

と平方完成できるから，この 2次関数のグラフは，
y=2x2 のグラフを平行移動したもので，

x

y

O
-1

-3

-1

軸は直線 x=-1，頂点は点 (-1，-3)である。

6 ２次関数のグラフと平行移動，対称移動

⑴ x2 の係数が等しい 2つの 2次関数 y= ax2+bx+c と y= ax2+b′x+c′ のグラ
フは，ともに y= ax2 のグラフを平行移動した放物線であるから，一方を平行移動
して他方に重ねることができる。
⑵ 点 (p，q)を
ア x軸方向に m，y 軸方向に nだけ移動した点の座標は (p+m，q+n)
イ x軸に関して対称移動した点の座標は (p，-q)
ウ y軸に関して対称移動した点の座標は (-p，q)
エ 原点に関して対称移動した点の座標は (-p，-q)
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root 2025/07/25 09:16 p.118 フロンティア Ⅰ＋Ａ ［中学＋まとめ，�����������������，��～�］

中学校までの確認 3章 ▶▶解答編 p.98

1 関数 y= ax2

yは xの 2乗に比例し，x=2 のとき y=12 である。このとき，y を xの式で表
すと，y は xの 2乗に比例するから，比例定数を aとすると，y= ax2 と書くこと
ができる。
x=2 のとき y=12 であるから

12= a#22

a=3

したがって y=3x2

x=-3 のときの y の値は，x=-3 を y=3x2 に代入すると
y=3#(-3)2=27

●1 ⑴ yは xの 2乗に比例し，x=2 のとき y=8 である。このとき，y を xの式
で表せ。また，x=-3 のときの y の値を求めよ。
⑵ yは xの 2乗に比例し，x=-3 のとき y=-36 である。このとき，y を x
の式で表せ。また，x=-2 のときの y の値を求めよ。

2 xの変域と yの変域

⑴ 関数 y= x2 について，xの変域が -3E xE 2 のとき，
y は
x=0 のとき 最小値 0
x=-3 のとき 最大値 9

したがって，y の変域は 0E yE 9

⑵ 関数 y= x2 について，xの変域が 1E xE 3 のとき，
y は
x=1 のとき 最小値 1
x=3 のとき 最大値 9

したがって，y の変域は 1E yE 9

●2 関数 y=2x2 について，xの変域が次のときの y の変域を求めよ。
⑴ -1E xE 3 ⑵ 2E xE 4
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root 2025/07/25 09:16 p.124 フロンティア Ⅰ＋Ａ ［まとめ＋まとめ，����������������，��～�］

6 ▶▶解答編 p.98

関数とグラフ
① 次の問に答えよ。
〔1〕 次の⑴～⑶のうち，y が xの関数であるものはどれか。また，関数であると

き，y を xの式で表せ。
⑴ 濃度 x%の食塩水 100 gに水 20 gを入れてかき混ぜると，y%の食塩水と
なった。

⑵ 自然数 xの正の約数を y とする。
⑶ 面積 10の直角三角形において，直角をはさむ 2辺の長さが x，y である。

〔2〕 2つの関数 f (x) = 3x-2，g(x) =-x2 において
⑴ f (-2)， f (3)，g(-2)，g(3)の値をそれぞれ求めよ。
⑵ y= f (x) と y= g(x) のグラフをそれぞれかけ。 ◀p.120 1

定義域と値域
② 次の関数の値域を求めよ。

⑴ y=3x-2（-2E x < 4） ⑵ y=-x2（-3< xE 1） ◀p.121 2

２次関数 y= a(x- p)2+q のグラフ
③ 次の 2次関数のグラフは，y=2x2 のグラフをどのように平行移動したものか。

⑴ y=2x2+1 ⑵ y=2(x-4)2

⑶ y=2(x-4)2+1 ◀p.121 3

平方完成
④ 次の xの 2次式を平方完成せよ。

⑴ x2+2x ⑵ x2-6x+3

⑶ 2x2-8x ⑷ -x2+10x ◀p.122 4

２次関数 y= ax2+bx+c のグラフ
⑤ 次の 2次関数のグラフの軸と頂点を求めよ。さらに，この関数のグラフをかけ。

⑴ y= x2-2 ⑵ y= x2-2x

⑶ y=2x2+6x ⑷ y=-x2-8x ◀p.122 5

２次関数のグラフと平行移動，対称移動
⑥ 2次関数 y=2(x-3)2+4 のグラフをC とする。次のグラフの方程式を求めよ。

⑴ C を x軸方向に-2，y 軸方向に 1だけ平行移動したグラフ
⑵ C を x軸に関して対称移動したグラフ
⑶ C を y 軸に関して対称移動したグラフ ◀p.122 6
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root 2025/07/25 09:16 p.124 フロンティア Ⅰ＋Ａ ［まとめ＋まとめ，����������������，��～�］

6 ▶▶解答編 p.98

関数とグラフ
① 次の問に答えよ。
〔1〕 次の⑴～⑶のうち，y が xの関数であるものはどれか。また，関数であると

き，y を xの式で表せ。
⑴ 濃度 x%の食塩水 100 gに水 20 gを入れてかき混ぜると，y%の食塩水と
なった。

⑵ 自然数 xの正の約数を y とする。
⑶ 面積 10の直角三角形において，直角をはさむ 2辺の長さが x，y である。

〔2〕 2つの関数 f (x) = 3x-2，g(x) =-x2 において
⑴ f (-2)， f (3)，g(-2)，g(3)の値をそれぞれ求めよ。
⑵ y= f (x) と y= g(x) のグラフをそれぞれかけ。 ◀p.120 1

定義域と値域
② 次の関数の値域を求めよ。

⑴ y=3x-2（-2E x < 4） ⑵ y=-x2（-3< xE 1） ◀p.121 2

２次関数 y= a(x- p)2+q のグラフ
③ 次の 2次関数のグラフは，y=2x2 のグラフをどのように平行移動したものか。

⑴ y=2x2+1 ⑵ y=2(x-4)2

⑶ y=2(x-4)2+1 ◀p.121 3

平方完成
④ 次の xの 2次式を平方完成せよ。

⑴ x2+2x ⑵ x2-6x+3

⑶ 2x2-8x ⑷ -x2+10x ◀p.122 4

２次関数 y= ax2+bx+c のグラフ
⑤ 次の 2次関数のグラフの軸と頂点を求めよ。さらに，この関数のグラフをかけ。

⑴ y= x2-2 ⑵ y= x2-2x

⑶ y=2x2+6x ⑷ y=-x2-8x ◀p.122 5

２次関数のグラフと平行移動，対称移動
⑥ 2次関数 y=2(x-3)2+4 のグラフをC とする。次のグラフの方程式を求めよ。

⑴ C を x軸方向に-2，y 軸方向に 1だけ平行移動したグラフ
⑵ C を x軸に関して対称移動したグラフ
⑶ C を y 軸に関して対称移動したグラフ ◀p.122 6
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3
章

6
２
次
関
数
と
そ
の
グ
ラ
フ

軸が直線 x=
3
2
，

頂点が点
 

3
2
，- 5

4

!

の下に凸の放物線で，y 軸と点 (0，1)
で交わるから，右の図。

3
2

y= x2-3x+1 に x=0

を代入すると y=1

⑷ y=-
1
2
x2-2x

=-
1
2
(x2+4x) x2 の係数- 1

2
でくくる。

=-
1
2
{(x+2)2-22}

=-
1
2
(x+2)2+2 { }を外すときは，符号

に注意する。
よって，求めるグラフは，

軸が直線 x=-2，
頂点が点 (-2，2)

の上に凸の放物線で，原点を通るか
ら，右の図。

y

x
O

2

-2

平方完成

xの 2次式 ax2+bx+c を a(x- p)2+qの形に変形することを平方完成という。
2次関数 y= ax2+bx+c（a] 0）の右辺は，次の流れで平方完成する。

y= ax2+bx+c

= a

 

x2+
b
a
x

!

+c ⬅ ax2+bxの部分を x2 の係数 aでくくる。

= a

( 

x+
b
2a

!2

-

 

b
2a

!2)

+c ⬅ (x+(　の半分))2 の形をつくる。

= a

 

x+
b
2a

!2

-a:
b2

4a2
+c

= a

 

x+
b
2a

!2

-
b2-4ac
4a

⬅ 頂点の座標
0

-
b
2a
，- b

2-4ac
4a

1

放物線をかくときは，次のようにならないように気を付ける。

とがっている

ひろがっている

左右対称でない

65 次の 2次関数のグラフの軸と頂点を求めよ。また，そのグラフをかけ。
⑴ y= x2+6x+4 ⑵ y=-x2+4x-1

⑶ y= x2+x+1 ⑷ y=-
1
2
x2-x

133
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6 ２次関数とそのグラフ ▶▶解答編 p.108

58 関数 f (x) = 3x2-2x+1 において，次の値を求めよ。
⑴ f (a+h)- f (a) ⑵ f (b)- f (a)

59 次の関数のグラフをかき，その値域を求めよ。

⑴ y=
1
2
x+

3
2
(-3E x < 2)

⑵ y=3-4x

 

0< xE
5
4

!

60 関数 y= ax+b（-5E x < 2）の値域が -6< yE 1 であるとき，定数 a，b
の値を求めよ。

61 次の関数のグラフをかけ。
⑴ y= ;2x-1; ⑵ y=2x-;x-1;

62 関数 y= ;2x-1;+;3x+2; のグラフをかけ。

63 次のグラフをかけ。ただし，記号 [x]は，xを超えない最大の整数を表すものと
する。

⑴ y=-

"

3
4
x

#

(0E x < 4)

⑵ y= [2x]-x (-1E xE 1)

64 次の 2次関数のグラフをかけ。
⑴ y= (x+1)2-2 ⑵ y=-(x-3)2+2

⑶ y=
1
3
(x-2)2-

1
3

65 次の 2次関数のグラフをかけ。

⑴ y=-2x2-6x+
1
2

⑵ y=-
1
2
x2+2x+1

⑶ y=3x2-4x+1 ⑷ y=3x2-5x+1
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6 ２次関数とそのグラフ ▶▶解答編 p.108

58 関数 f (x) = 3x2-2x+1 において，次の値を求めよ。
⑴ f (a+h)- f (a) ⑵ f (b)- f (a)

59 次の関数のグラフをかき，その値域を求めよ。

⑴ y=
1
2
x+

3
2
(-3E x < 2)

⑵ y=3-4x

 

0< xE
5
4

!

60 関数 y= ax+b（-5E x < 2）の値域が -6< yE 1 であるとき，定数 a，b
の値を求めよ。

61 次の関数のグラフをかけ。
⑴ y= ;2x-1; ⑵ y=2x-;x-1;

62 関数 y= ;2x-1;+;3x+2; のグラフをかけ。

63 次のグラフをかけ。ただし，記号 [x]は，xを超えない最大の整数を表すものと
する。

⑴ y=-

"

3
4
x

#

(0E x < 4)

⑵ y= [2x]-x (-1E xE 1)

64 次の 2次関数のグラフをかけ。
⑴ y= (x+1)2-2 ⑵ y=-(x-3)2+2

⑶ y=
1
3
(x-2)2-

1
3

65 次の 2次関数のグラフをかけ。

⑴ y=-2x2-6x+
1
2

⑵ y=-
1
2
x2+2x+1

⑶ y=3x2-4x+1 ⑷ y=3x2-5x+1
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● 例題に，解答に至るまでの考え方思考のプロセスを示しました。
● 多くの例題に共通する数学的な思考法をプロセスワードとして挙げました。
● 生徒に数学的思考法を意識させ，その後の問題解決において活用を促します。
● 既習例題との対比や試行錯誤の過程などを図解で示すことにより，生徒に強く印象づけます。
● 途中を穴埋めにしたり，文末を疑問形にしたりして，生徒に考えさせる工夫をしています。

 	 例題「思考のプロセス」で思考力の育成8

プロセスワードの例
「条件の言い換え」，「既知の問題に帰着」，「具体的に考える」，「場合に分ける」，「候補を絞り込む」，…

● 本文例題に加え，巻末「融合例題」にも思考のプロセスを新設しました。
● 複数の内容を融合した問題でも，解決の糸口を見つけるのに有効です。

New

● 近年，学習指導要領・入試の変化から，思考力が重視されています。
● 節末「定期テスト・単元テスト攻略」で，思考力問題を新設しました。
● 正しいものの選択，誤答指摘，理由説明など様々な問題を扱い，思考力が身に付くようにしました。

● �コラムでは，誤り防止の解決法，解法の比較，解法や性質の様々な見方，定理の別証明，性質の一般化
などの題材を多数扱いました。

 	 節末「思考力問題」で思考力の育成 10 New

 	 本文「コラム（Play Back, Go Ahead）」で理解の深化9

　Ⅰ＋ A p.500

　Ⅰ＋ A p.46

　Ⅰ＋ A p.51

　Ⅰ＋ A p.196
　Ⅰ＋ A p.289

　Ⅰ＋ A p.92

　Ⅰ＋ A p.178

　Ⅰ＋ A p.142

　Ⅰ＋ A p.243

　Ⅰ＋ A p.306

　Ⅰ＋ A p.403

　Ⅰ＋ A p.433

　Ⅰ＋ A p.496

数学的思考力の育成特長 3

試行錯誤の過程を明示

□を用い，生徒に考えさせる工夫

融合例題は，本文の例題の
組み合わせです。どのように
思考を組み合わせるかを
思考のプロセスで示しています。

新傾向の入試対策にもなります。

「ミスに注意！」は例題の側注でも
扱っています。

root 2025/07/25 09:16 p.51 フロンティア Ⅰ＋Ａ ［例題，��������������，��～�］

1
章

2
実
数

23 分母の有理化

次の式の分母を有理化せよ。

⑴ 6√
18

⑵ 4

3+
√
5

⑶
√
5 +

√
7√

5 -
√
7

公式の利用

⑴　分母 は項が 1つ
を有理化するより，

⑵　分母 は項が 2つ
分母・分子に何を掛ければよいか。

を利用
として を有理化する方が計算が簡単。

を利用a a2=^ h
18 3 2 2

18

a a bb a b-+ = -^ ^h h

3 5 53 14 6 5

3 5 42 2

+ =+ +

= - =

^ ^

^

h h

h
分母

3 5 53+ -^ ^h h
分母

分母の有理化は， ， を用いよa aa b a b a b2= + - = -^ ^ ^h h h

3 5+

有理化成功

有理化失敗×

⑴ 6√
18
=

6

3
√
2
=

2√
2
=
2
√
2

`√
2
´2 =

2
√
2

2
=

√
2

√
の中を簡単にする。

√
18 =

√
2:32 =3

√
2

⑵ 4

3+
√
5
=

4
`

3-
√
5
´

`

3+
√
5
´`

3-
√
5
´ =

4
`

3-
√
5
´

32-
`√
5
´2 分母，分子に 3-

√
5 を掛

ける。

=
4
`

3-
√
5
´

4
= 3-

√
5

⑶
√
5 +

√
7√

5 -
√
7
=

`√
5 +

√
7
´2

`√
5 -

√
7
´`√
5 +

√
7
´ 分母，分子に

√
5 +

√
7 を

掛ける。

=
5+2

√
35+7

5-7

=
12+2

√
35

-2
=-

2
`

6+
√
35

´

2
=-6-

√
35

分母の有理化

分母の有理化は
`√
a

´2

= a，
`√
a +

√
b

´`√
a -

√
b

´

=
`√
a

´2

-
`√
b

´2

= a-b

であることを用いて，次のように行う。

⑴ 1√
a
=

√
a√

a :
√
a
=

√
a

a

⑵ 1√
a +

√
b
=

√
a -

√
b

`√
a +

√
b

´`√
a -

√
b

´ =

√
a -

√
b

a-b
（a] b）

23 次の式の分母を有理化せよ。

⑴ 10√
50

⑵ 2√
5 -

√
3

⑶
√
5 +

√
3

2
√
5 -

√
3

（愛知工業大）
51

➡p.59 問題23
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9 ２次不等式の解き方のよくある誤り（ミスに注意！）

2次不等式 ax2+bx+c > 0，ax2+bx+c < 0 を解くにあたり，
y= ax2+bx+c のグラフと x軸の位置関係から解を求めますが，
2次方程式の解などと混同してしまうなどの誤りがよくあります。

⑴ x2 > 4 を解け。

x2>4 より
x>!2

x2=4 の解を x=!2 とするのと同じように考えてしまっ
ています。2次不等式では，すべて左辺に移項して x2-4> 0

から，y= x2-4 のグラフが x軸より上方にある xの値の範
囲を求めます。

x2 > 4 より
x2-4> 0

(x+2)(x-2)> 0

よって x <-2，2< x

⑵ (x+2)(3-x)F 0 を解け。

(x+2)(3-x)F0 より
xE-2，3E x

左辺を展開すると x2 の係数は-1であり，
y= (x+2)(3-x) のグラフは上に凸の放物線と
なります。両辺に-1を掛けて x2 の係数を正と
して考えます。

両辺に-1を掛けると
(x+2)(x-3)E 0

よって -2E xE 3

⑶ x2+x+3> 0 を解け。

x2+x+3=0 の判別式を D と
すると

D=12-4:1:3=-11< 0

よって，解は
なし

D < 0 より，2次方程式 x2+x+3= 0

は実数解をもたないということがいえる
のであって，2次不等式 x2+x+3> 0

の解がないということではありません。
y= x2+x+3 のグラフと x軸の共有点
がないということです。

x2+x+3=0 の判別式を D と
すると

D=12-4:1:3=-11< 0

右の図より，解は
すべての実数
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章

12
分
散
と
標
準
偏
差

5 変量 y= ax+b における平均値と分散

n個の値 x1，x2，x3，:::，xn をとる変量 xの平均値を x，分散
を sx2 とします。
定数 a，bに対して，y= ax+b で定められる変量 y の平均値と

分散について考えてみましょう。
まず，変量 y の平均値 y と変量 xの平均値 x の間には，関係式
y = a x+b が成り立ちます。

・ y = a x+b の証明

y =
1
n
{(ax1+b)+(ax2+b)+:::+(axn+b)} ⬅ 平均値の定義

=
1
n
{a(x1+x2+:::+xn)+nb}

= a:
1
n
(x1+x2+:::+xn)+b

= a x +b

すなわち，変量 xの各値を a倍すると，その平均値はもとの平均値の a倍となります。
また，変量 xの各値に bを加えると，その平均値はもとの平均値に bを加えた値にな

るということですね。
次に，変量 y の分散 sy2 と変量 xの分散 sx2 の間には，関係式 sy

2= a2sx
2 が成り立

ちます。

・sy2= a2sx2 の証明

sy
2=

1
n
{(y1- y )2+(y2- y )2+:::+(yn- y )2}

=
1
n
[{(ax1+b)-(a x +b)}2+{(ax2+b)-(a x +b)}2

+:::+{(axn+b)-(a x +b)}2] ⬅ 分散の定義

=
1
n
[{a(x1- x )}2+{a(x2- x )}2+:::+{a(xn- x )}2]

= a2:
1
n
{(x1- x )2+(x2- x )2+:::+(xn- x )2}

= a2sx
2

分散 sx2 はデータの散らばり具合いを表す数値なの
で，変量 xの各値に定数 bを加えても値は変化しない
のですね。 +b

散らばり具合いは変わらない
xの分布 x+bの分布

さらに，このことから変量 y の標準偏差 sy と変量
xの標準偏差 sx の間には，関係式 sy = ;a;sx が成
り立つことが分かります。
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1 ▶▶解答編 p.22

1 3つの多項式 A= x2+2xy-y2，B=-2x2-xy+y2，C=3x2-3xy-2y2 に
ついて，次の計算をせよ。
⑴ A-B+C ⑵ 6A-3{B-2(C-A)} ◀例題3

2 次の式を展開せよ。
⑴ (4x-5)2 ⑵ (x+2y)(x-2y)

⑶ (2x-1)(x+3) ⑷ (2x-y)(3x+5y) ◀例題6

3 次の式を展開せよ。
⑴ (x-y+2)(x-y-3) ⑵ (3x-2y+ z)(3x+2y- z)

⑶ (2x+3y-1)2 ⑷ (x2-x+1)2

⑸ (2a+3b)2(2a-3b)2 ⑹ (x-4)(x-2)(x+3)(x+5) ◀例題7～9

4 次の式を因数分解せよ。
⑴ 16a2-56ab+49b2 ⑵ 25x2-9y2

⑶ x2-6xy-16y2 ⑷ 3x2-11x+6

⑸ 6x2-13xy-15y2 ⑹ 2ax2-(a-4)x-2 ◀例題12, 13

5 次の式を因数分解せよ。
⑴ a2+2b2-3ab-6bc+3ca ⑵ a3-a2b-ac2+bc2

⑶ x2+2xy+y2+x+y-2 ⑷ 2x2+3xy+y2-x+y-6

⑸ x2(y-1)+y2(1-x)+x-y ⑹ 9x2-y2+4yz-4z2

⑺ (x+1)(x+3)(x+5)(x+7)+15 ◀例題14～18

6 次の式を因数分解せよ。
⑴ x4-25x2+144 ⑵ x4+4 ◀例題19

7 A，B がともに xの 2次式のとき，A+B は必ず xの 2次式であるといえるか。
◀例題3
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4 ▶▶解答編 p.74

1 A= {x;xは 15の正の約数}，B= {x;xは 5以下の正の奇数}，
C= {x;xは 15以下の正の奇数} について，Aと B，B とC，C と Aの包含関係
をそれぞれ調べよ。 ◀例題40

2 U = {1，2，3，4，5，6，7，8，9} を全体集合とし，U の部分集合 A，B を，
A= {x;xは正の奇数}，B= {x;xは素数} とする。
次の集合を要素を書き並べる方法で表せ。
⑴ A,B ⑵ A+B

⑶ A,B ⑷ A+B

⑸ A+ B ⑹ A, B ◀例題41, 42

3 全体集合U を実数全体とする。U の部分集合 A= {x;2x-1> 0}，
B= {x;;x-1;E 2} について，次の集合を求めよ。
⑴ A+B ⑵ A, B

⑶ A,B ◀例題43

4 整数を要素とする 2つの集合を A= {2，5，a2-6a}，
B= {-3，-a+9，2a-7，-a2+8a+2} とするとき，A+B= {2，7} となる
ような定数 aの値を求めよ。また，そのときの A,B を要素を書き並べる方法で
表せ。 ◀例題45

5 U を全体集合とし，A，B をその部分集合とする。A1 B のとき，次の集合を簡
単にせよ。
⑴ A+B ⑵ A,B ⑶ A+ B ⑷ A, B

◀例題40～42
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6 ▶▶解答編 p.116

1 関数 f (x) =-x+2，g(x) = x2-2x＋ 5 において，次の値を求めよ。
⑴ f (1) ⑵ f (2a-1)

⑶ g(-3) ⑷ g(2a+3) ◀例題58

2 関数 y= ax+b（-1E xE 2）の値域が 1E yE 5 であるとき，定数 a，bの
値を求めよ。 ◀例題60

3 次の関数のグラフをかけ。
⑴ y= ;2x-4; ⑵ y=2;x+1;-3 ◀例題61

4 次の 2次関数のグラフの軸と頂点を求めよ。また，そのグラフをかけ。
⑴ y=-x2+2x+3 ⑵ y= x2-3x+2

⑶ y=2x2-3x+1 ⑷ y=
1
2
x2+x-1 ◀例題65

5 2次関数 y=2x2+4x+5 …① とする。
⑴ ①のグラフを x軸方向に 2，y 軸方向に-4だけ平行移動して得られるグラ
フの方程式を求めよ。
⑵ x軸方向に 3，y 軸方向に-1だけ平行移動して①のグラフと重なるような
グラフの方程式を求めよ。
⑶ 2次関数 y=2x2+16x+23 のグラフは，①のグラフをどのように平行移
動したものか。 ◀例題66

6 放物線 y= x2-4x+1 を次のように移動した放物線の方程式を求めよ。
⑴ x軸に関して対称移動 ⑵ y 軸に関して対称移動
⑶ 原点に関して対称移動 ◀例題67

7 aを正の定数とする。2次関数 y=2x2-ax のグラフにおいて，aの値を増加さ
せたとき，頂点の位置が平行移動する方向を次の①～⑧のうちから 1つ選べ。
① 右 ② 上 ③ 左 ④ 下 ⑤ 右上 ⑥ 左上 ⑦ 左下 ⑧ 右下

◀例題66
142
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10 ▶▶解答編 p.231

1 ある地点 Aから木の先端 Pを見上げた仰角は 30%であ
る。また，Aから木の方向に向かって 20m進んだ地点
Bから Pを見上げた仰角は 60%である。目の高さはとも
に 1.6mとすると，木の高さは約何mか。小数第 2位を
四捨五入して求めよ。ただし，

√
3 = 1.732 とする。

◀例題120

P

A B

2 sini=
3
4
のとき，cosi と tani の値を求めよ。ただし，0%E iE 180% とする。

◀例題123

3 次の値を求めよ。
(cos26%+cos64%)2+(sin154%-sin116%)2 ◀例題123, 124

4 sini+cosi=
2
3
のとき，次の値を求めよ。ただし，0%E iE 180% とする。

⑴ sinicosi ⑵ sini-cosi ◀例題125

5 0%E iE 180% において，次の方程式を満たす i の値を求めよ。
⑴

√
2 sini-1= 0 ⑵ 2cosi-1= 0

⑶ tani-1= 0 ⑷ 2cos2i+cosi-1= 0 ◀例題126, 127

6 ⑴ 次の直線が x軸の正の向きとなす角を求めよ。

① y=
√
3 x ② y=-

1√
3
x

⑵ 2直線①，②のなす角 i を求めよ。ただし，0%E iE 90% とする。 ◀例題128

7 0%E iE 180% において，次の不等式を満たす i の値の範囲を求めよ。

⑴ sini<
1
2

⑵ cosiF-
1√
2

◀例題129

8 次の値を小さい順に並べよ。
⑴ sin20%，cos50%，sin110% ⑵ cos20%，cos70%，sin130% ◀例題124

243
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12・13 ▶▶解答編 p.288

1 次のデータは 15人の生徒のハンドボール投げの記録である。
22，30，25，32，35，43，28，24，27，24，29，16，8，26，9 (m)

外れ値はどの値か答えよ。ただし，データの第 1四分位数および第 3四分位数か
ら四分位範囲の 1.5倍以上外側に離れたデータの値を外れ値と考えることとする。

◀例題153

2 A，Bの 2人で 10点満点の的当てゲームを 10回行い，成績は下の表のようになっ
た。

回 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

Aの得点 9 7 3 8 4 2 10 8 7 5

Bの得点 7 6 6 7 5 8 7 5 4 8

⑴ A，Bそれぞれの得点の平均値，中央値を求めよ。
⑵ A，Bそれぞれの得点の第 1四分位数および第 3四分位数を求め，四分位範
囲を求めよ。また，箱ひげ図を作成し，平均値の位置も表せ。
また，A，Bどちらの方が，得点の散らばりが大きいか答えよ。 ◀例題154

3 ある集団は 2つのグループ A，Bで構成され
ている。2つのグループ A，Bのあるデータ
を集計したところ，それぞれのグループの
データの個数，平均値，分散は右の表のよう
になった。このとき，集団全体のデータの平均値，分散を求めよ。 ◀例題157

グループ 個数 平均値 分散
A 20 16 24

B 60 12 28

4 あるクラスの生徒を対象に，数学，国語，英語のテストを行った。
数学の得点を x，国語の得点を y，英語の得点を zとしたとき，xの標準偏差は
13，y の標準偏差は 8，zの標準偏差は 14であり，x，y の共分散は-19.6，y，z
の共分散は 85.4，z，xの共分散は 61.4であった。
数学，国語，英語の中で最も強い相関関係があると考えられるのはどの科目とど
の科目の組み合わせであるか。また，あまり相関関係がないと考えられるのはど
の科目とどの科目の組み合わせであるか。 ◀例題160

5 分散は散らばり具合いを表す数値であり，「(偏差)2 の平均値」で定義されるが，
散らばり具合いを表す数値として，「偏差の平均値」で定義するのは適切でない
理由を説明せよ。 ◀例題155
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17 ▶▶解答編 p.372

1 赤球が 3個，白球が 2個ある袋 Aと赤球が 4個，白球が 3個ある袋 Bがある。
袋 Aから 1個，袋 Bから 2個取り出すとき，次の確率を求めよ。
⑴ 3個とも同じ色である確率
⑵ 白球が赤球より多い確率 ◀例題212

2 A，Bの 2人が繰り返し試合をして，先に 4勝した方を優勝者とする。各試合に

おいて，引き分けはなく，Aが Bに勝つ確率は 1
3
とする。このとき，次の確率

を求めよ。
⑴ 6試合目で Bが優勝する確率
⑵ Bが優勝する確率 ◀例題215

3 右の図のような 1辺の長さが 1の正方形 ABCDの頂点 A
の上に動点 Pがある。さいころを投げて奇数が出ると正方
形 ABCDの辺上を反時計回りに 2，偶数が出ると時計回り
に 1だけ点 Pを動かすものとする。さいころを 5回投げた
とき，点 Pが頂点 C上にある確率を求めよ。 ◀例題217, 218

AB

DC

4 ある試験で，aが合格する確率は 60%である。5回に 1回の割合でうそを言う b
が aの合否を知ったとき，「aは合格した」と言った。このとき，aがこの試験で
合格した確率を求めよ。 ◀例題225

5 袋の中に 6点の球が 2個，3点の球が 1個，0点の球が 3個入っている。袋から球
を 1個取り出してもとに戻すことを 2回行って，取り出した球の点数の合計を得
点とする。
⑴ 合計得点が 6点になる確率を求めよ。
⑵ 合計得点の期待値を求めよ。 ◀例題227

6 「2本の当たりくじを含む 5本のくじがある。1回くじを引き，その後引いたくじ
をもとに戻さないで再びくじを引くとき，2回とも当たりくじを引く確率は，
2
5
#
2
5
=
4
25
である。」は正しいかどうか述べよ。また，正しくない場合は，正

しい答えを求めよ。 ◀例題223
403
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18 ▶▶解答編 p.393

1 BC= 5，CA= 3，AB= 4 であるiABCの内心を Iとし，線分 AIの延長と辺
BCの交点を Dとする。このとき，AI　：　IDを求めよ。 ◀例題232

2 次の図において，線分の長さ x，y，角の大きさ a，b を求めよ。
⑴ ⑵

⑶ ⑷

◀例題233, 234

3 iABCの 3辺 AB，BC，CAを 2　：　1の比に内分する点
をそれぞれ P，Q，Rとする。iABCの面積を S とす
るとき，次の面積を S を用いて表せ。
⑴ iAPR ⑵ iPQR ◀例題238

A 

R 

P 

B Q C 

2 
1 

2 
1 

1 2 

4 次の図において，xの値を求めよ。
⑴ ⑵ ⑶

◀例題239, 241

5 iABCの内心を Iとし，Iから辺 BC，CA，ABに下ろした垂線をそれぞれ ID，
IE，IFとするとき，IはiDEFのどのような点か。 ◀例題234

433
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21 ▶▶解答編 p. ●●

1
√
12n が 50より大きい整数になるための最小の自然数 nを求めよ。 ◀例題262

2 3桁の自然数 a，bについて，aと bの最大公約数が 100，最小公倍数が 1000で
あるとき，a，bの値を求めよ。ただし，a < b とする。 ◀例題265

3 2つの正の整数 a，bについて，aは 13で割ると 8余り，bは 13で割ると 5余る。
このとき，次の数を 13で割った余りを求めよ。
⑴ a+b ⑵ ab ⑶ a2 ◀例題266

4 20853と 3843の最大公約数を求めよ。 ◀例題267

5 ⑴ ab-2a-3b-71= 0 を満たす正の整数の組 (a，b)をすべて求めよ。

⑵ 1
a
+
3
b
=-1 を満たす整数の組 (a，b)をすべて求めよ。 ◀例題270

6 6で割ると 3余り，11で割ると 5余る自然数のうち，500に最も近い自然数を求
めよ。 ◀例題276

7 ⑴ 5進法で表された数 143(5)を 10進法で表せ。
⑵ 10進法で表された数 71を 5進法で表せ。 ◀例題277

8 ⑴ 2024と 2025の最大公約数を求めよ。
⑵ すべての自然数 nに対して，nと n+1は互いに素であることをユークリッ
ドの互除法を用いて証明せよ。 ◀例題267

496
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92 ２次方程式の文章題

　縦が横の 2倍の長さである長方形がある。この長方形の　縦の長さを 1 cm
　短く，横の長さを 2 cm長くすると，面積が 63 cm2 の長方形になった。
もとの長方形の面積を求めよ。

文章題は，未知のものを xとおいてその変域に注意せよ ◀例題 32

未知のものを文字でおく

辺の条件 がある。

図をかく
変域… xで表した辺の長さのとり得る値の範囲から考える。
もとの長方形の横の長さを x cmとおく。)

縦 1cm短く
横 2cm長く

cm縦 cm縦
cm横x cm横

cm 63cm2

xcm

cm

xcm 2cm

1cm

もとの長方形の横の長さを x cmとおく。
このとき，縦の長さは，2x cmと表される。
この長方形の縦の長さを 1 cm短く，横の長さを 2 cm長く 変形した長方形の縦，横

の長さをそれぞれ xを用
いて表す。

した長方形の 2辺の長さは，(2x-1) cm，(x+2) cmと表
される。ここで，辺の長さは正であるから xのとり得る値の範囲を

求める。

x-2 O 1
2

x > 0， 2x-1> 0， x+2> 0

すなわち x >
1
2

…①

1 cm 

2 cm 

2x cm 

x cm 

　変形した長方形の面積が 63 cm2 より
(2x-1)(x+2)= 63

2x2+3x-65= 0

(2x+13)(x-5)= 0

よって x=-
13
2
，5

①より x=5 得られた解が①の範囲を
満たすか確認する。したがって，もとの長方形の横の長さは 5 cm，縦の長さは

10 cmであるから，その面積は
5#10= 50 (cm2)

92 ある正方形の縦の長さを 12 cm長くして，横の長さを 2 cm短くする。こうし
てできる長方形の面積が，もとの正方形の面積の 2倍となるとき，もとの正方
形の 1辺の長さを求めよ。

178
➡p.189 問題92
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EPS: F500

2 ２次方程式の整数解 例題
90

例題
271

次の xの 2次方程式が整数解をもつように，整数の定数 kの値を定めよ。
また，そのときの整数解を求めよ。
⑴ 2x2+3kx+2k2-7= 0 ⑵ x2-3x+6-k2=0

⑴ 条件をゆるくして考える。候補を絞り込む

方程式の整数解は，実数解をもつ条件，約数・倍数の性質を使え

整数解をもつ 実数解をもつ
kについての不等式から整数 kの値を絞り込める。

⑵　⑴と同様に実数解をもつための条件を考えると

⑴，⑵とも，条件をゆるめて考えたから，解の候補が実際に整数となるか確かめる。

より となるが，整数 kの値を，

解の公式 が整数

判別式

が整数になる（xが有理数）
条件をゆるくした

D 0F

絞り込めない。

D k k k

x
D

2
15

4 15 0
2
152

!

d
e

F E E= - -

= D

実数
整数

⑴ 2x2+3kx+2k2-7= 0 …① とおく。
例題
�� ①が整数解をもつとき，その解は実数であるから，①の

判別式を D とすると
D =9k2-4:2(2k2-7)F 0

例題
��� 整理すると，-7(k2-8)F 0 より

-2
√
2 E kE 2

√
2

kは整数であるから k=-2，-1，0，1，2
ア k=-2 のとき，①は 2x2-6x+1= 0 kの値を代入し，方程式

が整数解をもつかどうか
を確かめる。

アのとき x=
3!

√
7

2

ウのとき x=!

√
14

2

オのとき x=
-3!

√
7

2

これらはすべて整数解で
はない。

これは整数解をもたない。
イ k=-1 のとき，①は 2x2-3x-5= 0

(x+1)(2x-5)= 0 となり，整数解 x=-1 をもつ。
ウ k=0 のとき，①は 2x2-7= 0

これは整数解をもたない。
エ k=1 のとき，①は 2x2+3x-5= 0

(x-1)(2x+5)= 0 となり，整数解 x=1 をもつ。
オ k=2 のとき，①は 2x2+6x+1= 0

これは整数解をもたない。
ア～オより，求める整数 kの値および整数解は

k=-1 のとき 整数解 x=-1

k=1 のとき 整数解 x=1

⑵ x2-3x+6-k2=0 …② の解は，解の公式により

x=
3!

√
4k2-15

2

②が整数解をもつとき，
√
4k2-15 は整数となるから

500
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